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３ 要旨 

水田汎用化のための FOEAS（地下水位制御システム）導入により、土地利用型作物の生育ステージに応じた水位制御

を行うことで、干ばつや多雨の影響を軽減し、安定した収量と品質を得られる。 

  (1) FOEAS により、作物に適した地下水位を設定することが可能である（表１）。 

(2) 小麦栽培では、FOEAS 施工 1 年目においても、収量が対照区並みの多収となり、品質も良好である（表２）。 

  (3) ブロッコリー栽培では、FOEAS 区の生育及び収量は良好で、対照区と同等以上である（表３）。 

  (4) 大豆栽培では、開花期からの地下水位制御により稔実莢数の増加がみられ、収量及び品質は対照区と同等以上で

ある。また、干ばつの状況下（平成 24 年度）では、対照区で大豆の収量を大きく落としたのに対し、FOEAS 区では平

年並みの収量が得られる（表４）。 

   (5) 水稲乾田直播栽培では、FOEAS 区の苗立数は良好で、精玄米重は多収傾向で、等級も１等である（データ省略）。 

(6) FOEAS 区は、降雨直後の排水性は高く、水位上昇も少ないため、湿害等の影響を軽減できる（図１）。 

 

 表１ 地下水位制御状況               表２ 小麦収量及び品質(H25、相馬)    表３ ブロッコリー収量及び品質(H25、相馬) 

表４ 大豆収量及び品質(郡山)  

注)表 2，3，4 の対照区は暗渠常時解放                    

図１ 大豆ほ場の地下水位の推移(H25、郡山) 

４ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成 23 年度～26 年度 

  (2) 研究課題名 汎用化水田における排水管理技術の確立（「ＦＯＥＡＳ」を利用した土地利用型作物の栽培技術の確立） 

             「FOEAS」を活用した津波被害地域農業生産システムの高度化（FOEAS 導入による農業再編） 

  (3) 参考となる成果の区分 （指導参考） 
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